




















































































































































































































































































































































調査対象は、大阪府内の 1 年生 24 名
（男子 12 名 女子 10 名）実施時期は、
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せる場を 2 本つくり、1 本は苦手が子ど
ももできるように、なわに団子を作って
力が無くても移動しやすい場とした。ま
た、2 限目は、子ども達の発想も取り入
れ、おへそを床にくっつけて腹ばいの姿
勢でのレンジャー部隊などにも取り組
んだ。 
ワニ歩きは（図 3-c）慣れてくると、2
限目からはコーンをいくつか用意して
ゴムを張り、ゴムに当たらないように行
わせた。これは、床におへそをくっ付け
て進むことで、モノレール（図 3-a）の
おへそをくっ付けて進むことへの繋が
りを考えて行うものである。 
登り棒に関しては、登り方が 2 通りあ
る。一つ目は図 4-a の様に、登り棒に足
を絡める登り方である。2 つ目は、図 4-
b のように、登り棒 両足の裏で挟み込
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図 5：平均台の場の設定（モノレール） 
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　3限目の小単元「登り棒で遊ぼう」では、登
り棒から足が地面に付かないようにするだけの
支持遊びを行った。これは、おへそをくっ付け
て正しく登る姿勢での支持ができるようになる
ことをねらいとしたものである。その後、等間
隔に登り棒に様々な色のテープを貼り、どの色
テープまで登れるか挑戦させた。これは、登り
棒が苦手な子どもでもスモールステップで上に
登る達成感を味わうことをねらいとしたもので
ある。
　また、これらの身に付けた動きを子ども自ら
工夫して行う時間も設定した。
３．結果と考察
　図5-a,bの場の設定までは容易にできる子ど
もが多くいたが、図5-c,dの場の設定になってく
ると自分を支える力が多く必要になり、補助が
必要であった。
　おへそをくっつけて支持できない子は、学
習前は7名であったが全員できるようになった。
しかし、一人で一番上まで登れる子は5名から
6名ということであまり変化は見られなかった
（表2）。おへそを登り棒にくっつける動作が
できても、自分の体を持ち上げる筋力がついて
いないためと考える。それを裏付けることとし
て、学習後は子どもの足を登り棒に挟む補助を
してあげると、おへそを登り棒にくっ付けなが
ら、皆、容易に登れるようになっていた。
　身に付けた動きを子ども自ら工夫して行う時
間では、図1に示されている様な登り棒を2つ使
って足抜き回りをしたり、他の登り棒へ、地面
に落ちないように次々に引っ越ししたりの遊び
の展開例が見られた。
　登り棒の好きか嫌いかの好嫌度の調査では好
きと答えた児童が9名から20名に大きく増えた
（表3）。χ2検定では（χ2＝24.592、ｄｆ＝4
　p＜.001）であり有意な差が認められた。そ
の理由が「面白いから」「前よりできるように
なった」であった。一人で登ることができなく
ても、支持遊びや等間隔に色付きテープを貼り、
スモールステップで達成感が味わえる教材にし
たことが意欲を向上させた可能性がある。
　また、3時間の学習では、平均台に傾斜をつ
けて登ることができても、実際の登り棒で自分
の体を持ち上げる筋力をつけることができなか
った。しかし、登り棒が楽しい・好きという経
験をさせることが一番大切だと考える。そうす
ることで、子ども自身が遊びとして休み時間な
どに継続的に登り棒に取り組み、登るという動
作を培うこととなるからである。
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付　記
　本研究は「小学校低学年における登り棒の段
階的指導法について─平均台を使ってのアプロ
ーチ─」（日本体育学会第69回大会　2018年）
において口頭発表したものを再構成したもので
ある。
